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　旧的　中鎖トリグリセリド"(MCT)の血清総脂質(Tい低下作m よ'Iン脂質(PL), ニステル型コレステロール

(Ch),トリグリセリド(TG- ) がヽ減少するre めであ').肝臓TL が増ねするの11遊離型Ch やPLの

増加によるが"，この作用ほトリオクヲノインが最も強,."'"。これh (い8 %カゼイン食,こliCT を

川% 添加しn場をの結果て゛画るび，今回aカゼインヒMCT添加量を変えて検玄i ＼ねえrこ。

　方法　WiS↑or 系雄シKネズミ(体重r4≫前後八9%C9C), I8%(I8C), 36%カゼイン(36C)の3

食餌群,こ大別し，各,群，だいず･パーム混を油( S, 対照)とMC打M)・2食餌鮮,;分け, 両食

餌群ii更四0% ヒ30％油脂参加食餌区に分けμ。これらの12 食餌E(区7匹)の動廂i 白由

食で｀14-曰mm育し, 食餌効率と脂肪吸収率１測定，飼育終了弓μ早朝よりT時間絶食びせ，

腹部大動脈穿刺により採血, 各種臓器と副こう丸脂肪組絨% 摘瓜レ重量^測定しn。血清

ヒ肝臓・脂質類ほ前報I)準じて測定しμ。

　結果　各群ヒもM区の体重増加量は小ｔく，30%区，ヽご劣り食餌効率ｔ相関l示す。脂肪

吸収率ほ群区mの差がV い。副こう丸脂肪組織重t a 各群tもＭ区が有鳶,こ低値ｔ示した。

血if- TL, PL, T& は9 C 群･。M区が低値＼，縦Chは各群ともＭ区が有意･こ低ｲ(At, HDレ

Ghii 10% MET勺咸ケするが30％M区H増力Ｑしrこ。肝臓は各群ヒも10% M区はTL, T&, Ch

が｀増加する。30% ME r'TL び著しく減ダするのほTG とCh の減少,ごよる。血孝と肝臓の

pc /sm 比, 芦/Lpc比もＭ区が低値１示す傾向μあi。血清と肝臓脂肪酸組成にM区でl6-l

酸，18-|績,22酸び高値＼，＼S-2酸が低値を示す. 各群とも30% S区a l6り酸が低植iL示す。

　I) 濃口ら;嘉3J回孝祚剱斤鋭発拠～旨集,戸伊(9s･，2)粕4回IS),戸I4-(|9≪2J.　3)粛3S回18],pS'K.＼9Z3).


